
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
救
急
病
院
等
の
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
五

○
平
成
二
十
年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
の
決
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
五

○
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
五

○
道
路
の
供
用
開
始
（
三
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
六

○
使
用
料
の
収
納
事
務
の
委
託
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
七

公
　
　
　
告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
七

○
狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
免
許
の
更
新
に
係
る
適
性
検
査
等
の
実
施
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
七

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
九

教
育
委
員
会

○
山
梨
県
指
定
史
跡
の
指
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
九

人
事
委
員
会

○
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
三
九

監
査
委
員

○
監
査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
状
況
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四
〇

公
安
委
員
会

○
信
号
機
の
設
置
等
交
通
規
制
の
告
示
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四
三

そ
　
の
　
他

○
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
の
告
示
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五
五

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
号

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
病
院
を
救
急
病
院
と
し
て
認
定
し
た
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
救
急
病
院
の
名
称
及
び
所
在
地

名
　
　
　
　
　
　
称

所
　
　
　
　
在
　
　
　
　
地

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院

中
央
市
下
河
東
千
百
十
番
地

二
　
認
定
期
間

平
成
二
十
年
三
月
二
十
九
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
一
号

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十

年
度
地
籍
調
査
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
調
査
を
行
う
者
の
名
称

甲
府
市
、
山
梨
市
、
大
月
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
甲
斐
市
、
笛
吹
市
、
上
野
原
市
、
市
川
三
郷
町
、

早
川
町
、
身
延
町
、
南
部
町
、
道
志
村
及
び
富
士
河
口
湖
町

二
　
調
査
地
域

甲
府
市
美
咲
一
丁
目
、
美
咲
二
丁
目
、
天
神
町
、
朝
日
四
丁
目
、
朝
日
五
丁
目
、
緑
が
丘
一
丁
目
、

武
田
三
丁
目
、
武
田
四
丁
目
及
び
宮
前
町
の
全
域
、
緑
が
丘
二
丁
目
、
湯
村
三
丁
目
、
羽
黒
町
、
朝

日
一
丁
目
、
朝
日
二
丁
目
、
朝
日
三
丁
目
、
武
田
一
丁
目
、
武
田
二
丁
目
、
元
紺
屋
町
、
北
口
一
丁

目
、
北
口
二
丁
目
及
び
北
口
三
丁
目
の
各
一
部
、
山
梨
市
牧
丘
町
西
保
中
及
び
三
富
川
浦
の
各
一
部
、

大
月
市
梁
川
町
立
野
、
梁
川
町
新
倉
及
び
花
咲
の
各
一
部
、
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
芦
倉
及
び
芦
安
安

通
の
各
一
部
、
甲
斐
市
上
芦
沢
及
び
下
芦
沢
の
各
一
部
、
笛
吹
市
芦
川
町
中
芦
川
の
一
部
、
上
野
原

市
秋
山
の
全
域
、
西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
大
字
大
塚
の
一
部
、
南
巨
摩
郡
早
川
町
湯
島
及
び
早
川
の

各
一
部
、
南
巨
摩
郡
身
延
町
上
ノ
平
、
波
高
島
、
三
沢
、
梅
平
、
西
塩
沢
、
東
塩
沢
及
び
手
打
沢
の

各
一
部
、
南
巨
摩
郡
南
部
町
福
士
の
一
部
、
南
都
留
郡
道
志
村
和
出
村
及
び
竹
之
本
の
各
一
部
並
び

に
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
富
士
ヶ
嶺
の
一
部

三
　
調
査
期
間

平
成
二
十
年
五
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

二
三
五

山
梨
県
公
報
平
成
二
十
年五

月
八
日

第
千
八
百
五
十
一
号

木　曜　日



路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
東
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
平
沢
千
野
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

甲
州
市
塩
山
竹
森
字
岩
下
三
八
番
の
一
地
先
か
ら

旧

一
一
・
二
〜

二
一
八
・
八

甲
州
市
塩
山
千
野
字
東
白
坂
五
六
〇
番
の
七
地
先

四
六
・
八

ま
で

新

三
三
・
四
〜

二
一
八
・
八

五
七
・
七

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
三
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
区
域
を
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
道
路
の
種
類
　
県
道

二
　
路
　
線
　
名
　
南
ア
ル
プ
ス
公
園
線

三
　
道
路
の
区
域

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

旧
新

敷
地
の
幅
員

延
　
　
　
長

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

南
巨
摩
郡
早
川
町
大
字
初
鹿
島
字
初
鹿
島
九
六
四

旧

六
・
〇
〜

四
〇
七
・
四

南
巨
摩
郡
早
川
町
大
字
初
鹿
島
字
初
鹿
島
早
川
右

八
・
八

岸
堤
防
敷
地
先
ま
で

新

六
・
〇
〜

四
〇
七
・
四

八
・
八

八
・
一
〜

三
八
三
・
九

二
〇
・
七

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

一
般
国

三
〇
〇
号

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
中
ノ
倉
字
午

二
三
・
〇
平
成
二
十
年

道

房
畑
二
四
六
四
番
の
二
地
先
か
ら

五
月
八
日

南
巨
摩
郡
身
延
町
大
字
中
ノ
倉
字
小

渕
二
四
四
九
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
五
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

笛
吹
市
川
三

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
中
山
字
石
原

一
六
三
・
〇
平
成
二
十
年

郷
線

三
三
七
番
地
先
か
ら

五
月
八
日

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
中
山
字
石
原

三
〇
〇
番
地
先
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
三
六



山
梨
県
告
示
第
二
百
十
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
道

路
の
供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
山
梨
県
県
土
整
備
部
道
路
管
理
課
及
び
峡
南
建
設
事
務

所
に
お
い
て
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
年
五
月
二
十
九
日
ま
で
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

道
路
の

路
　
線
　
名

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

延
　
　
　
長

供
用
開
始
の

種
類

（
メ
ー
ト
ル
）
期
日

県
道

高
下
鰍
沢
線

南
巨
摩
郡
増
穂
町
大
字
高
下
字
北
畑

一
〇
五
・
〇
平
成
二
十
年

九
四
八
番
の
七
地
先
か
ら

五
月
八
日

南
巨
摩
郡
増
穂
町
大
字
高
下
字
北
畑

九
四
八
番
の
一
地
先
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
七
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
使
用
料
の
収
納
事
務
を
委
託
し
た
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
委
託
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
石
三
百
五
十
番
地
　
身
延
町

二
　
委
託
に
係
る
使
用
料

山
梨
県
立
な
か
と
み
青
少
年
自
然
の
里
の
使
用
料

三
　
委
託
の
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

山
梨
県
告
示
第
二
百
十
八
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
使
用
料
の
収
納
事
務
を
委
託
し
た
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
委
託
の
相
手
方

上
野
原
市
上
野
原
三
千
八
百
三
十
二
番
地
　
上
野
原
市

二
　
委
託
に
係
る
使
用
料

山
梨
県
立
ゆ
ず
り
は
ら
青
少
年
自
然
の
里
の
使
用
料

三
　
委
託
の
期
間

平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

公
　
　
　
告

'

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
書
類
は
、
県
民
情
報
セ
ン
タ
ー

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
申
請
の
あ
っ
た
年
月
日
　
平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日

二
　
申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
並

び
に
そ
の
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

１
　
名
称
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
八
ヶ
岳
南
麓
観
光
ド
ッ
ト
コ
ム

２
　
代
表
者
の
氏
名
　
鈴
木
要

３
　
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
山
梨
県
北
杜
市
大
泉
町
西
井
出
五
千
九
百
番
地

４
　
定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
広
く
観
光
を
目
的
と
す
る
一
般
市
民
に
対
し
て
、
八
ヶ
岳
南
麓
エ
リ
ア
に
お
け

る
観
光
情
報
を
含
む
総
合
的
な
情
報
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
運
営

に
よ
り
広
く
情
報
提
供
す
る
こ
と
を
中
核
と
し
、
そ
の
他
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
等
を
通
じ
て
、

八
ヶ
岳
南
麓
エ
リ
ア
に
対
し
て
多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
八
ヶ
岳
山
麓
に
広
が
る
自
然
環
境
を
保
護
し
、
そ
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
観
光
事
業
を

実
現
す
る
た
め
、
八
ヶ
岳
南
麓
エ
リ
ア
に
お
い
て
観
光
事
業
に
関
わ
る
者
の
意
識
改
革
及
び
育
成

事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光
地
と
し
て
の
八
ヶ
岳
南
麓
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

三
　
縦
覧
期
間
　
平
成
二
十
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
二
日
ま
で

'

狩
猟
免
許
試
験
及
び
狩
猟
免
許
の
更
新
に
係
る
適
性
検
査
等
の
実
施

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
三
七



第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
狩
猟
免
許
試
験
等
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

第
一
　
狩
猟
免
許
試
験

一
　
試
験
日
時

平
成
二
十
年
八
月
二
十
日
（
水
）、
同
月
二
十
一
日
（
木
）
及
び
同
月
二
十
二
日
（
金
）（
い

ず
れ
の
日
で
あ
る
か
は
、
申
請
者
ご
と
に
知
事
が
別
に
指
定
す
る
。）
午
前
九
時
二
十
分
か
ら
午

後
四
時
ま
で

二
　
試
験
場
所

甲
府
市
川
田
町
五
百
十
七
番
地
　
山
梨
県
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
　
リ
バ
ー
ス
和
戸
館

三
　
受
験
資
格

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

者
で
あ
る
こ
と
。

四
　
試
験
科
目

１
　
適
性
試
験
　
視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力

２
　
知
識
試
験
　
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令
、
猟
具
、
鳥
獣
並
び
に
鳥
獣

の
保
護
管
理
に
関
す
る
知
識

３
　
技
能
試
験
　
猟
具
の
安
全
な
取
扱
い
方
、
瞬
間
的
な
鳥
獣
の
判
別
等

五
　
受
験
手
続

１
　
提
出
書
類

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律

第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
て
い
る
者
が
申
請
の
際
に
当
該

許
可
証
を
提
示
し
た
場
合
に
は
、
（二）
の
書
類
の
提
出
は
要
し
な
い
。

（一）

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
四
十
一
条
に
規
定
す
る
狩
猟
免
許
申
　

請
書

（二）

申
請
者
が
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
許
可
証
の
写
し

（三）

（二）
の
許
可
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
律
第
四
十
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

医
師
の
診
断
書

（四）

申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
の
長
さ
三
・
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
写
真
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
　

び
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
　
一
枚

２
　
狩
猟
免
許
申
請
手
数
料
　
五
千
三
百
円
。
た
だ
し
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関

す
る
法
律
第
四
十
九
条
各
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
四
千
円
（
狩
猟
免
許
申
請
書
に
狩
猟

免
許
申
請
手
数
料
に
相
当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、
消
印
は
し
な
い
こ

と
。）

六
　
申
請
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
年
六
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
（
山
梨
県
の
休
日
を
定
め
る
条

例
（
平
成
元
年
山
梨
県
条
例
第
六
号
）
に
規
定
す
る
県
の
休
日
（
以
下
「
県
の
休
日
」
と
い
う
。）

を
除
く
。）。
た
だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す

る
。

七
　
申
請
書
の
提
出
先

申
請
者
の
住
所
地
を
所
管
す
る
林
務
環
境
事
務
所
森
づ
く
り
推
進
課

第
二
　
狩
猟
免
許
の
更
新
に
係
る
適
性
検
査

一
　
適
性
検
査
の
日
及
び
場
所

住
所
地
を
所
管
す
る
林
務
環
境
事
務
所
に
お
い
て
確
認
す
る
こ
と
。

二
　
適
性
検
査
の
対
象
者

平
成
十
七
年
四
月
十
六
日
以
降
に
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
り
狩
猟
免
許
を
受
け
た
者
で
、
狩
猟
免
許
（
た
だ
し
、

網
・
わ
な
猟
免
許
は
網
猟
免
許
と
わ
な
猟
免
許
に
区
分
す
る
。）
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

三
　
適
性
検
査
の
内
容

視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力

四
　
適
性
検
査
に
併
せ
次
の
と
お
り
講
習
を
実
施
す
る
。

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令
、
猟
具
、
鳥
獣
並
び
に
鳥
獣
の
保
護
管
理

五
　
申
請
の
手
続

１
　
提
出
書
類

次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
の
五
の
１
た
だ
し
書
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者

が
申
請
の
際
に
当
該
許
可
証
を
提
示
し
た
場
合
に
は
、
（二）
の
書
類
の
提
出
は
要
し
な
い
。

（一）

鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
狩
猟
　

免
許
更
新
申
請
書

（二）

第
一
の
五
の
１
の
（二）
に
掲
げ
る
書
類

（三）

第
一
の
五
の
１
の
（三）
に
掲
げ
る
書
類

（四）

第
一
の
五
の
１
の
（四）
に
掲
げ
る
書
類

２
　
狩
猟
免
許
更
新
申
請
手
数
料
　
二
千
九
百
円
（
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
に
二
千
九
百
円
に
相

当
す
る
額
面
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
、
消
印
は
し
な
い
こ
と
。）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
三
八



六
　
申
請
書
の
受
付
期
間

平
成
二
十
年
六
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
三
十
日
（
月
）
ま
で
（
県
の
休
日
を
除
く
。）。
た

だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
六
月
三
十
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
は
有
効
と
す
る
。

七
　
申
請
書
の
提
出
先

申
請
者
の
住
所
地
を
所
管
す
る
林
務
環
境
事
務
所
森
づ
く
り
推
進
課

第
三
　
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
森
林
環
境
部
み
ど
り
自
然
課
（
電
話
〇
五
五
│
二
二
三
│
一
五
二
〇
）
又
は
申
請
者
の

住
所
地
を
所
管
す
る
林
務
環
境
事
務
所

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
知
事
　
　
横
　
　
内
　
　
正
　
　
明

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
央
市
西
花
輪
字
新
田
四
八
四
六
の
三
、
四
八
四
六
の
一
五
、
四
八
四
六
の
一
六
、
四
八
四
六
の

一
七
、
四
八
六
六
の
一
、
四
八
六
六
の
五
、
四
八
六
六
の
六
、
四
八
七
四
の
一
、
四
八
七
四
の
三
、

四
八
七
四
の
四
、
四
八
七
四
の
五
、
四
八
七
四
の
六
、
四
八
七
四
の
七
及
び
四
八
七
四
の
八
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
中
北
建
設
事
務
所
及
び
中
央
市
役
所
　

に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
落
合
町
五
百
六
十
八
番
地
五
　
新
日
本
通
産
株
式
会
社
　
代
表
取
締
役
　
三
村
修

教
育
委
員
会

山
梨
県
教
育
委
員
会
告
示
第
三
号

山
梨
県
文
化
財
保
護
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
山
梨
県
条
例
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
文
化
財
を
山
梨
県
指
定
史
跡
と
し
て
指
定
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
輿
　
　
石
　
　
順
　
　
一

一
　
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
の
部

史
跡名

　
称

員
　
数

構
　
造
　
及
　
び
　
形
　
式

所
有
者

所
有
者
の
住
所

所
在
の

場
所

徳
川
家
康

墓
所

大
野
山

山
梨
県
南
巨
摩

山
梨
県

側
室
養
珠

養
珠
院
の
墓
『
宝
篋
印
塔
、

本
遠
寺

郡
身
延
町
大
野

南
巨
摩

院
墓
所

石
門
（
平
唐
門
）、
玉
垣
、
石

八
三
九
番
一

郡
身
延

灯
籠
、
手
水
盥
』

町
大
野

紀
州
藩
供
養
塔
（
宝
篋
印
塔

八
三
九

）
三
基

番
一
の

石
灯
籠
十
六
基

内
六
〇

石
段

四
㎡

石
垣

人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
十
六
号

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
小
　
　
澤
　
　
義
　
　
彦

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
知
事
の
事
務
部
局
の
項
中
「
知
事
政
策
室
長
」
を
「
知
事
政
策
局
長
」
に
改
め
、「
室
長
補
佐
」

の
下
に
「
（
室
長
の
事
務
を
代
決
す
る
権
限
を
有
す
る
者
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
（
部
又
は
県

民
室
付
の
者
に
限
る
。
）
」
を
「
（
部
、
県
民
室
又
は
産
業
立
地
室
付
の
者
に
限
る
。
）
」
に
、
「
新

行
政
シ
ス
テ
ム
課
」
を
「
行
政
改
革
推
進
課
」
に
、
「
課
税
・
管
理
部
長
」
を
「
課
税
・
管
理
部
長

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
三
九



「

北
病
院

看
護
大
学

自
動
車
税
部
長
」
に
、
「
学
長
　
校
長
」
を
「
学
長
　
校
長
　
支
所
長
」
に
、

看
護
大
学
短
期
大

薬
局
長
　
総
看
護
師
長
　
副
総
看
護
師
長

教
授
（
大
学
と
人
事
委
員
会
と
で
協
議
し

て
定
め
る
者
に
限
る
。
）

を
「

北
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
局
長

学
部
　
　
教
授
（
大
学
と
人
事
委
員
会
と
で
協
議
し

て
定
め
る
者
に
限
る
。
）

」

総
看
護
師
長
　
副
総
看
護
師
長
　
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め

る
規
則
の
規
定
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

監
査
委
員

山
梨
県
監
査
委
員
告
示
第
十
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
九
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
監

査
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
状
況
に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
監
査
委
員
　
　
横
　
　
森
　
　
良
　
　
照

同
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
込
　
　
孝
　
　
元

同
　
　
　
　
　
　
　
　
清
　
　
水
　
　
武
　
　
則

同
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
　
野
　
　
　
　
　
剛

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
〇



二
四
一

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日



山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
二



公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

信
号
機
の
設
置
、
車
両
の
通
行
禁
止
、
制
限
そ
の
他
の
交
通
規
制
（
昭
和
四
十
九
年
山
梨
県
公
安
委

員
会
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
と
お
り
改
正
し
、
関
係
道
路
標
識
等
が
設
置
又
は
撤
去
さ
れ
た

日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
山
梨
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
山
梨
県
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
丸
　
　
茂
　
　
紀
　
　
彦

別
表
第
一
中

「
一
五
八

甲
府
市
塩
部
四
丁
目
二
番
一
一
号
先

Ｎ
Ｔ
Ｔ
塩
部
前
平
六
・
九
・
一
二

（
市
道
富
士
見
通
り
線
と
市
道
高
堰

告
示

線
と
上
木
戸
線
と
の
交
差
点
）

第
三
五
号

」

を「
一
五
八

削
除

平
成
二
〇
年
五
月
八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「
二
九
五

甲
府
市
塩
部
三
丁
目
五
番
二
八
号
先

朝
日
小
学
校
西
平
成
一
九
年
一
一
月
一
日

（
市
道
上
木
戸
狐
塚
線
と
市
道
上
木

告
示
第
一
〇
一
号

戸
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

」

を「
二
九
五

甲
府
市
塩
部
三
丁
目
五
番
二
八
号
先

朝
日
小
学
校
西
平
成
一
九
年
一
一
月
一
日

（
市
道
上
木
戸
狐
塚
線
と
市
道
上
木

告
示
第
一
〇
一
号

戸
線
と
の
十
字
路
交
差
点
）

二
九
六

甲
府
市
富
士
見
二
丁
目
三
番
三
二
号

富
士
見
二
丁
目
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

先
（
都
市
計
画
道
路
愛
宕
町
下
条
線

告
示
第
五
八
号

と
甲
府
市
道
陣
場
線
と
の
丁
字
路
交

差
点
）

」

に
、

「

七
一

甲
府
市
大
里
町
二
、
〇
四
三
番
地
先

城
南
中
学
校
入
五
〇
・
四
・
一

（
県
道
甲
府
玉
穂
中
道
線
）

口

」

を「
七
一

甲
府
市
大
里
町
二
、
〇
三
四
番
地
先

大
里
保
育
園
入
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

（
県
道
甲
府
中
央
右
左
口
線
）

口

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「
八
四

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
一
、
五
七
八
番

松
里
駐
在
所
前
平
成
一
九
年
八
月
六
日

地
先
（
県
道
塩
山
勝
沼
線
）

告
示
第
七
一
号

」

を「
八
四

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
一
、
五
七
八
番

松
里
駐
在
所
前
平
成
一
九
年
八
月
六
日

地
先
（
県
道
塩
山
勝
沼
線
）

告
示
第
七
一
号

八
五

甲
州
市
塩
山
熊
野
九
五
〇
番
地
先
（

奥
野
田
小
学
校
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

国
道
四
一
一
号
（
塩
山
バ
イ
パ
ス
）

北

告
示
第
五
八
号

）

八
六

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
〇
一
〇
番
地

奥
野
田
小
学
校
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

先
（
国
道
四
一
一
号
（
塩
山
バ
イ
パ

南

告
示
第
五
八
号

ス
）
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差
点
）

八
七

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
四
一
三
番
地

熊
野
橋
西

平
成
二
〇
年
五
月
八
日

の
四
先
（
国
道
四
一
一
号
（
塩
山
バ

告
示
第
五
八
号

イ
パ
ス
）
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差

点
）

八
八

甲
州
市
勝
沼
町
山
四
二
九
番
地
先
（

西
広
門
田
橋
南
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

国
道
四
一
一
号
（
塩
山
バ
イ
パ
ス
）

告
示
第
五
八
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
三



と
国
道
四
一
一
号
と
の
十
字
路
交
差

点
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
中

「
四
八
九

市
　
道

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

車
　
両

終
　
日

甲
府
平
九
・
二
・
二
七

七
番
三
一
号
先
（
県
衛

（
二
輪

告
示

生
公
害
研
究
所
）
か
ら

、
軽
車

第
一
六
号

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

両
、
沿

九
番
一
〇
号
先
（
松
田

道
家
屋

方
）
ま
で

関
係
車

（
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

両
を
除

く
。）

」

を「
四
八
九

市
道

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

車
両
（

終
日

甲
府
平
成
二
〇
年
五
月
八

七
番
三
一
号
先
（
県
衛

二
輪
、

日

生
公
害
研
究
所
）
か
ら

軽
車
両

告
示
第
五
八
号

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

、
沿
道

七
番
一
四
号
先
ま
で
（

家
屋
関

二
二
五
メ
ー
ト
ル
）

係
車
両

を
除
く

。）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
四
中

「
四
九
四

そ
の
他

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
一

車
両

車
両
進
行

甲
府
平
成
一
七
年
六

の
道
路

、
七
七
四
番
地
の
四
先
（

西
か
ら
東

月
一
六
日

（
病
院

県
立
中
央
病
院
駐
車
場
）

へ
終
日

告
示
第
五
五
号

内
通
路

か
ら
甲
府
市
富
士
見
一
丁

）

目
四
番
三
三
号
先
（
中
央

病
院
東
交
差
点
）
ま
で
（

二
五
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
四
九
四

削
除

甲
府
平
成
二
〇
年
五

月
八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「
五
三
四

県
道
白

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
一
、

車
両

車
両
進
行

笛
吹
平
成
一
九
年
一

井
甲
州

一
一
五
番
地
先
（
狐
川
橋

西
か
ら
北

二
月
一
三
日

線
（
圭

東
交
差
点
・
県
道
白
井
甲

へ
終
日

告
示
第
一
一
七

林
バ
イ

州
線
東
進
か
ら
圭
林
バ
イ

号

パ
ス
）

パ
ス
へ
の
左
折
導
流
部
）

（
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

を「
五
三
四

県
道
白

笛
吹
市
八
代
町
米
倉
一
、

車
両

車
両
進
行

笛
吹
平
成
一
九
年
一

井
甲
州

一
一
五
番
地
先
（
狐
川
橋

西
か
ら
北

二
月
一
三
日

線
（
圭

東
交
差
点
・
県
道
白
井
甲

へ
終
日

告
示
第
一
一
七

林
バ
イ

州
線
東
進
か
ら
圭
林
バ
イ

号

パ
ス
）

パ
ス
へ
の
左
折
導
流
部
）

（
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

五
三
五

市
道
一

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七

車
両

車
両
進
行

笛
吹
平
成
二
〇
年
五

号
線

七
番
地
八
先
（
石
和
温
泉

ロ
ー
タ
リ

月
八
日

駅
前
広
場
）
（
一
一
〇
メ

ー
入
口
か

告
示
第
五
八
号

ー
ト
ル
）

ら
ロ
ー
タ

リ
ー
内
西

側
を
時
計

回
り
終
日

五
三
六

市
道
一

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七

車
両

車
両
進
行

笛
吹
平
成
二
〇
年
五

号
線

七
番
地
一
先
（
石
和
温
泉

ロ
ー
タ
リ

月
八
日

駅
前
広
場
）（
九
〇
メ
ー

ー
内
北
側

告
示
第
五
八
号

ト
ル
）

中
央
か
ら

ロ
ー
タ
リ

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
四



ー
内
東
側

を
時
計
回

り
終
日

五
三
七

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
〇

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
二
〇
年
五

一
一
号

三
〇
番
地
一
先
（
奥
野
田

南
か
ら
西

部

月
八
日

（
塩
山

小
学
校
南
交
差
点
・
塩
山

へ
終
日

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

バ
イ
パ
ス
北
進
か
ら
市
道

ス
）

へ
の
左
折
導
流
部
）（
二

〇
メ
ー
ト
ル
）

五
三
八

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
〇

車
両

車
両
進
行

日
下
平
成
二
〇
年
五

一
一
号

一
〇
番
地
先
（
奥
野
田
小

北
か
ら
東

部

月
八
日

（
塩
山

学
校
南
交
差
点
・
塩
山
バ

へ
終
日

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

イ
パ
ス
南
進
か
ら
市
道
へ

ス
）

の
左
折
導
流
部
）（
二
〇

メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
五
中

「
二
二
五

市
道
富

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

北
進
す

終
日

甲
府

平
成
一
七
年
六
月

士
見
通

四
番
三
三
号
先

る
車
両

一
六
日

り
線

（
中
央
病
院
東
交
差
点

告
示
第
五
五
号

）

」

を
「

二
二
五

削
除

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
六
中

「
三
九
七

市
道
富

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

南
進
す

終
日

甲
府

平
成
一
七
年
六
月

士
見
通

四
番
三
三
号
先
（
中
央

る
車
両

一
六
日

り
線

病
院
東
交
差
点
）

告
示
第
五
五
号

」

を「
三
九
七

削
除

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
中

「

二
五
八

市
　
道

甲
府
市
塩
部
四
丁
目
二
番
一
一
号
先

二

甲
府
五
五
・
一
〇
・
六

富
士
見

電
々
線
路
庁
舎
西

四
一
号

通
線

」

を「
二
五
八

削
除

甲
府
平
成
二
〇
年
五
月

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「
四
、
四
六
三

国
道
四

甲
州
市
塩
山
赤
尾
六
一
三
番
地
二
先

二

塩
山
平
成
一
八
年
六
月

一
一
号

（
赤
尾
交
差
点
）

二
二
日

（
塩
山

告
示
第
六
〇
号

バ
イ
パ

ス
）

」

を「
四
、
四
六
三

国
道
四

甲
州
市
塩
山
赤
尾
六
一
三
番
地
二
先

四

日
下
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

（
赤
尾
交
差
点
）

部

八
日

（
塩
山

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

」

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
五



に
、

「
四
、
九
七
一

国
道
四

塩
山
市
熊
野
一
、
四
一
三
番
地
四
先

一

塩
山
平
成
一
五
年
六
月

一
一
号

（
レ
ス
ト
ラ
ン
ラ
ス
ト
パ
ラ
ダ
イ
ス

一
二
日

（
塩
山

北
側
丁
字
路
交
差
点
）

告
示
第
三
八
号

バ
イ
パ

ス
）

」

を「
四
、
九
七
一

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
四
一
三
番
地

四

日
下
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

四
先
（
熊
野
橋
西
交
差
点
）

部

八
日

（
塩
山

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

」

に
、

「
五
、
二
三
六

村
道

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
一
、
三
四
〇

二

富
士
平
成
二
〇
年
一
月

番
地
一
先
（
入
角
交
差
点
）

吉
田
二
四
日

告
示
第
四
号

」

を「
五
、
二
三
六

村
道

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
一
、
三
四
〇

二

富
士
平
成
二
〇
年
一
月

番
地
一
先
（
入
角
交
差
点
）

吉
田
二
四
日

告
示
第
四
号

五
、
二
三
七

都
市
計

甲
府
市
富
士
見
二
丁
目
三
番
三
二
号

三

甲
府
平
成
二
〇
年
五
月

画
道
路

先
（
富
士
見
二
丁
目
交
差
点
）

八
日

愛
宕
町

告
示
第
五
八
号

下
条
線

五
、
二
三
八

町
道

中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
二
、
一
五
九

一

南
甲
平
成
二
〇
年
五
月

番
地
先
（
丁
字
路
交
差
点
）

府

八
日

告
示
第
五
八
号

五
、
二
三
九

県
道
田

笛
吹
市
一
宮
町
中
尾
四
一
六
番
地
先

一

笛
吹
平
成
二
〇
年
五
月

中
勝
沼

（
県
道
同
士
の
丁
字
路
交
差
点
）

八
日

線

告
示
第
五
八
号

五
、
二
四
〇

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
九
五
〇
番
地
先
（

一

日
下
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

奥
野
田
小
学
校
北
交
差
点
）

部

八
日

（
塩
山

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

五
、
二
四
一

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
〇
一
〇
番
地

六

日
下
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

先
（
奥
野
田
小
学
校
南
交
差
点
）

部

八
日

（
塩
山

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

五
、
二
四
二

国
道
四

甲
州
市
勝
沼
町
山
四
二
九
番
地
先
（

二

日
下
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

西
広
門
田
橋
南
交
差
点
）

部

八
日

（
塩
山

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

五
、
二
四
三

県
道
小

大
月
市
七
保
町
下
和
田
八
三
三
番
地

一

大
月
平
成
二
〇
年
五
月

和
田
猿

先
（
県
道
と
市
道
と
の
十
字
路
交
差

八
日

橋
線

点
）

告
示
第
五
八
号

五
、
二
四
四

市
道

大
月
市
七
保
町
下
和
田
三
八
一
番
地

一

大
月
平
成
二
〇
年
五
月

先
（
十
字
路
交
差
点
）

八
日

告
示
第
五
八
号

五
、
二
四
五

市
道

大
月
市
七
保
町
下
和
田
三
八
四
番
地

一

大
月
平
成
二
〇
年
五
月

先
（
百
蔵
橋
東
詰
交
差
点
）

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
四
中

「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
六



三
〇
七

県
　
道

中
巨
摩
郡
敷
島
町
島

七
、
六
五
〇

車
　
両

四
〇

甲
府
平
一
一
・

敷
島
竜

上
条
一
、
七
二
四
番

（
原
付

南
甲
一
二
・
二

王
線

地
先
（
秋
山
方
南
側

、
け
ん

府

〇

）
か
ら
中
巨
摩
郡
昭

引
②
③

告
示

和
町
飯
喰
八
五
三
番

を
除
く

第
五
〇
号

地
先
（
小
沢
馨
方
前

。）

）
ま
で
の
両
側

」

を「
三
〇
七

県
道
甲

甲
斐
市
島
上
条
一
、

七
、
六
五
〇

車
両
（

四
〇

南
甲
平
成
二
〇

斐
中
央

七
二
四
番
地
先
か
ら

原
付
・

府

年
五
月
八

線

中
巨
摩
郡
昭
和
町
飯

け
ん
引

韮
崎
日

喰
八
五
三
番
地
先
ま

②
③
を

告
示
第
五

で
の
両
側

除
く
。

八
号

）

」

に
、

「
一
、
二

市
　
道

甲
府
市
北
口
二
丁
目

三
三
〇

高
速
車

四
〇

甲
府
六
三
・
三

一
六

富
士
見

四
番
一
四
号
先
（
甲

中
速
車

・
三
一

中
線

府
駅
北
口
交
差
点
）

第
一
〇
号

か
ら
甲
府
市
丸
の
内

一
丁
目
一
番
九
号
先

（
朝
日
町
ガ
ー
ド
北

交
差
点
）
ま
で

」

を「
一
、
二

市
道

甲
府
市
北
口
二
丁
目

一
、
九
〇
〇

車
両
（

四
〇

甲
府
平
成
二
〇

一
六

都
市
計

四
番
一
四
号
先
（
甲

原
付
・

年
五
月
八

画
道
路

府
駅
北
口
交
差
点
）

け
ん
引

日

愛
宕
町

か
ら
甲
府
市
富
士
見

②
③
を

告
示
第
五

下
条
線

二
丁
目
三
番
三
二
号

除
く
。

八
号

先
（
富
士
見
二
丁
目

）

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

」

に
、

「
一
、
二

都
市
計

甲
府
市
朝
日
二
丁
目

八
一
五

車
　
両

四
〇

甲
府
平
成
一
三

四
六

画
街
路

六
番
七
号
先
（
樋
口

（
原
付

年
三
月
一

愛
宕
町

印
章
店
前
）
か
ら

・
け
ん

日

下
条
線

甲
府
市
塩
部
二
丁
目

引
②
③

告
示
第
九

七
番
先
（
県
立
甲
府

を
除
く

号

工
業
高
等
学
校
南
西

。）

角
交
差
点
）
ま
で
の

両
側

」

を「
一
、
二

削
除

甲
府
平
成
二
〇

四
六

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
四

国
　
道

塩
山
市
千
野
五
二
〇

一
、
三
八
〇

車
　
両

五
〇

塩
山
平
成
一
三

七
八

四
一
一

番
地
先
（
千
野
駐
在

（
原
付

年
三
月
一

号
（
塩

所
東
側
交
差
点
）
か

・
け
ん

日

山
バ
イ

ら

引
①
②

告
示
第
九

パ
ス
）

塩
山
市
赤
尾
六
〇
五

③
を
除

号

番
地
先
（
長
岡
整
形

く
。）

外
科
病
院
西
側
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

を「
一
、
四

国
道
四

甲
州
市
塩
山
千
野
五

三
、
八
二
〇

車
両
（

五
〇

日
下
平
成
二
〇

七
八

一
一
号

四
〇
番
地
先
（
千
野

原
付
・

部

年
五
月
八

（
塩
山

駐
在
所
前
交
差
点
）

け
ん
引

日

バ
イ
パ

か
ら
甲
州
市
勝
沼
町

①
②
③

告
示
第
五

ス
）

山
四
二
九
番
地
先
（

を
除
く

八
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
七



西
広
門
田
橋
南
交
差

。）

点
）
ま
で
の
両
側

」

に
、

「
一
、
五

国
道
四

塩
山
市
熊
野
一
、
〇

四
〇
〇

車
両
（

五
〇

塩
山
平
成
一
五

七
七

一
一
号

三
〇
番
地
一
先
（
小

原
付
・

年
七
月
二

（
塩
山

澤
勝
仁
方
東
側
丁
字

け
ん
引

四
日

バ
イ
パ

路
交
差
点
）
か
ら
塩

①
②
③

告
示
第
五

ス
）

山
市
熊
野
一
、
四
一

を
除
く

一
号

三
番
地
四
先
（
レ
ス

。）

ト
ラ
ン
ラ
ス
ト
パ
ラ

ダ
イ
ス
北
側
丁
字
路

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

」

を「
一
、
五

削
除

日
下
平
成
二
〇

七
七

部

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
六

市
道
愛

甲
府
市
塩
部
二
丁
目

三
〇
〇

車
両
（

四
〇

甲
府
平
成
一
七

二
五

宕
町
下

六
番
九
号
先
（
甲
府

原
付
・

年
六
月
一

条
線

工
業
高
校
西
交
差
点

け
ん
引

六
日

）
か
ら
甲
府
市
富
士

②
③
を

告
示
第
五

見
一
丁
目
四
番
三
三

除
く
。

五
号

号
先
（
中
央
病
院
東

）

交
差
点
）
ま
で
の
両

側

」

を「

一
、
六

削
除

甲
府
平
成
二
〇

二
五

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
六

広
域
農

笛
吹
市
八
代
町
米
倉

三
、
〇
七
五

車
両
（

四
〇

笛
吹
平
成
一
九

六
〇

道
金
川

六
八
七
番
地
の
一
先

原
付
・

年
一
二
月

曽
根
線

（
米
倉
橋
南
交
差
点

け
ん
引

一
三
日

）
か
ら
笛
吹
市
境
川

②
③
を

告
示
第
一

町
藤
垈
四
、
八
四
四

除
く
。）

一
七
号

番
地
の
二
先
（
金
刀

比
羅
橋
北
詰
）
ま
で

の
両
側

」

を「
一
、
六

広
域
農

笛
吹
市
八
代
町
米
倉

三
、
〇
七
五

車
両
（

四
〇

笛
吹
平
成
一
九

六
〇

道
金
川

六
八
七
番
地
の
一
先

原
付
・

年
一
二
月

曽
根
線

（
米
倉
橋
南
交
差
点

け
ん
引

一
三
日

）
か
ら
笛
吹
市
境
川

②
③
を

告
示
第
一

町
藤
垈
四
、
八
四
四

除
く
。）

一
七
号

番
地
の
二
先
（
金
刀

比
羅
橋
北
詰
）
ま
で

の
両
側

一
、
六

市
道

甲
斐
市
名
取
三
二
四

五
五
〇

車
両
（

四
〇

韮
崎
平
成
二
〇

六
一

県
道
甲

番
地
先
（
真
福
寺
南

原
付
・

年
五
月
八

斐
中
央

交
差
点
）
か
ら
甲
斐

け
ん
引

日

線

市
竜
王
新
町
四
三
〇

②
③
を

告
示
第
五

番
地
先
（
丁
字
路
交

除
く
。）

八
号

差
点
）
ま
で
の
両
側

一
、
六

県
道
甲

甲
斐
市
竜
王
新
町
四

一
〇
〇

車
両
（

四
〇

韮
崎
平
成
二
〇

六
二

斐
中
央

〇
〇
番
地
一
〇
先
（

原
付
・

年
五
月
八

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
八



線

笹
本
自
動
車
東
側
丁

け
ん
引

日

字
路
交
差
点
）
か
ら

②
③
を

告
示
第
五

甲
斐
市
竜
王
新
町
四

除
く
。

八
号

一
九
番
地
四
先
（
Ｊ

）

Ｒ
竜
王
駅
前
）
ま
で

の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
五
中

「
一
二
五

県
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
竜
王

一
、
九
〇
〇

車
両

終
日

甲
府
五
〇
・
一

敷
島
竜

駅
前
か
ら
中
巨
摩
郡
敷

一
・
一
五

王
線

島
町
島
上
条
三
二
三
番

三
九
号

地
先
（
西
町
十
字
路
）

ま
で
の
両
側

」

を「
一
二
五

削
除

韮
崎
平
成
二
〇

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
七
四

県
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町
富
竹

五
、
〇
五
〇

車
両

終
日

南
甲
五
四
・
一

布
施
竜

新
田
一
、
二
五
三
番
地

府

一
・
一
七

王
線

先
甲
府
バ
イ
パ
ス
竜
王

四
八
号

駅
入
口
交
差
点
か
ら
中

巨
摩
郡
昭
和
町
飯
喰
字

村
西
一
、
三
四
五
番
地

昭
和
バ
イ
パ
ス
北
交
差

点
ま
で
の
両
側

」

を「

一
七
四

市
道

甲
斐
市
島
上
条
三
二
三

七
、
〇
〇
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
二
〇

県
道
甲

番
地
先
（
西
町
交
差
点

府

年
五
月
八

斐
中
央

）
か
ら
中
巨
摩
郡
昭
和

韮
崎
日

線

町
飯
喰
字
村
西
一
、
三

告
示
第
五

四
五
番
地
先
（
飯
喰
交

八
号

差
点
）
ま
で
の
両
側

」

に
、

「
四
一
七

国
　
道

塩
山
市
千
野
五
二
〇
番

一
、
三
八
〇

車
両

終
日

塩
山
平
一
〇
・

四
一
一

地
先
（
千
野
駐
在
所
東

一
〇
・
一

号
（
塩

側
交
差
点
）
か
ら
塩
山

九

山
バ
イ

市
赤
尾
六
〇
五
番
地
先

告
示

パ
ス
）

（
長
岡
整
形
外
科
病
院

第
五
〇
号

西
側
交
差
点
）
ま
で
の

両
側

」

を「
四
一
七

国
道
四

甲
州
市
塩
山
千
野
五
四

三
、
八
二
〇

車
両

終
日

日
下
平
成
二
〇

一
一
号

〇
番
地
先
（
千
野
駐
在

部

年
五
月
八

（
塩
山

所
前
交
差
点
）
か
ら
甲

日

バ
イ
パ

州
市
勝
沼
町
山
四
二
九

告
示
第
五

ス
）

番
地
先
（
西
広
門
田
橋

八
号

南
交
差
点
）
ま
で
の
両

側

」

に
、

「
四
六
二

県
道
敷

甲
斐
市
亀
沢
三
、
九
三

四
〇
〇

車
両

終
日

韮
崎
平
成
二
〇

島
竜
王

八
番
地
先
か
ら
甲
斐
市

年
一
月
二

線

亀
沢
四
、
二
二
〇
番
地

四
日

先
（
甲
府
レ
ジ
ン
西
側

告
示
第
四

）
ま
で
の
両
側

号

」

を「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
四
九



四
六
二

県
道
敷

甲
斐
市
亀
沢
三
、
九
三

四
〇
〇

車
両

終
日

韮
崎
平
成
二
〇

島
竜
王

八
番
地
先
か
ら
甲
斐
市

年
一
月
二

線

亀
沢
四
、
二
二
〇
番
地

四
日

先
（
甲
府
レ
ジ
ン
西
側

告
示
第
四

）
ま
で
の
両
側

号

四
六
三

市
道

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目

四
六
〇

車
両

終
日

甲
府
平
成
二
〇

都
市
計

四
番
三
三
号
先
（
中
央

年
五
月
八

画
道
路

病
院
東
交
差
点
）
か
ら

日

愛
宕
町

甲
府
市
富
士
見
二
丁
目

告
示
第
五

下
条
線

三
番
三
二
号
先
（
富
士

八
号

見
二
丁
目
交
差
点
）
ま

で
の
両
側

四
六
四

市
道

甲
斐
市
名
取
三
二
四
番

五
五
〇

車
両

終
日

韮
崎
平
成
二
〇

県
道
甲

地
先
（
真
福
寺
南
交
差

年
五
月
八

斐
中
央

点
）
か
ら
甲
斐
市
竜
王

日

線

新
町
四
三
〇
番
地
先
（

告
示
第
五

丁
字
路
交
差
点
）
ま
で

八
号

の
両
側

四
六
五

県
道
甲

甲
斐
市
竜
王
新
町
四
〇

一
〇
〇

車
両

終
日

韮
崎
平
成
二
〇

斐
中
央

〇
番
地
一
〇
先
（
笹
本

年
五
月
八

線

自
動
車
東
側
丁
字
路
交

日

差
点
）
か
ら
甲
斐
市
竜

告
示
第
五

王
新
町
四
一
九
番
地
四

八
号

先
（
Ｊ
Ｒ
竜
王
駅
前
）

ま
で
の
両
側

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
六
中

「

二
、
八
六
三

町
　
道

中
巨
摩
郡
白
根
町
在
家
塚
九
九
九
番

小
笠
原
五
三
・
三
・
二
三

地
の
八
先
（
斉
藤
友
規
所
有
桃
畑
）

一
〇
号

東
側

」

を

「
二
、
八
六
三

削
除

南
ア
ル
平
成
二
〇
年
五
月

プ
ス

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「

四
、
三
九
〇

市
　
道

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
九
番
一
〇
号

甲
　
府
五
五
・
一
二
・
一

先
松
田
智
光
方
北
側

二五
九
号

」

を「
四
、
三
九
〇

削
除

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「

五
、
一
六
〇

市
　
道

塩
山
市
上
粟
生
野
一
一
五
九
番
地
先

塩
　
山
五
七
・
六
・
一
〇

（
旧
道

（
新
千
野
橋
東
詰
）

二
五
号

）

」

を「
五
、
一
六
〇

削
除

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「
一
一
、
二
六
一

市
道

中
央
市
下
河
東
一
、
八
五
六
番
地
三

南
甲
府
平
成
二
〇
年
一
月

先
（
十
字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

二
四
日

告
示
第
四
号

」

を「

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
〇



一
一
、
二
六
一

市
道

中
央
市
下
河
東
一
、
八
五
六
番
地
三

南
甲
府
平
成
二
〇
年
一
月

先
（
十
字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

二
四
日

告
示
第
四
号

一
一
、
二
六
二

市
道

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
四
番
先
（
県

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

立
中
央
病
院
駐
車
場
南
西
側
丁
字
路

八
日

交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
六
三

市
道

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
六
番
一
二
号

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

先
（
丁
字
路
交
差
点
・
北
進
車
両
）

八
日

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
六
四

市
道

甲
府
市
塩
部
二
丁
目
三
番
二
号
先
（

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

山
進
興
業
㈱
西
側
丁
字
路
交
差
点
・

八
日

西
進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
六
五

市
道

甲
府
市
塩
部
四
丁
目
二
番
一
一
号
先

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
山
梨
塩
部
ビ
ル
西

八
日

側
丁
字
路
交
差
点
・
南
進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
六
六

市
道

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七
七
番
地
一

笛
吹

平
成
二
〇
年
五
月

先
（
石
和
温
泉
駅
前
広
場
中
央
・
西

八
日

進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
六
七

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
〇
三
〇
番
地

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

一
先
（
奥
野
田
小
学
校
南
交
差
点
南

八
日

（
塩
山

西
角
左
折
導
流
部
出
口
）

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

一
一
、
二
六
八

国
道
四

甲
州
市
塩
山
熊
野
一
、
〇
一
〇
番
地

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

一
一
号

先
（
奥
野
田
小
学
校
南
交
差
点
北
東

八
日

（
塩
山

角
左
折
導
流
部
出
口
）

告
示
第
五
八
号

バ
イ
パ

ス
）

一
一
、
二
六
九

市
道

甲
州
市
塩
山
上
粟
生
野
九
〇
三
番
地

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

先
（
千
野
橋
南
詰
十
字
路
交
差
点
・

八
日

北
進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
〇

市
道

甲
州
市
塩
山
上
粟
生
野
九
〇
三
番
地

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

先
（
千
野
橋
南
詰
十
字
路
交
差
点
・

八
日

南
進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
一

市
道

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
二
、
一
二
三
番

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

地
一
先
（
丁
字
路
交
差
点
・
南
進
車

八
日

両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
二

市
道

甲
州
市
塩
山
三
日
市
場
一
、
三
一
二

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

番
地
先
（
十
字
路
交
差
点
・
東
進
車

八
日

両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
三

市
道

甲
州
市
塩
山
三
日
市
場
一
、
一
二
三

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

番
地
先
（
十
字
路
交
差
点
・
西
進
車

八
日

両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
四

市
道

甲
州
市
塩
山
上
井
尻
一
、
四
二
六
番

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月

地
先
（
丁
字
路
交
差
点
・
西
進
車
両

八
日

）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
五

市
道

大
月
市
七
保
町
下
和
田
三
七
七
番
地

大
月

平
成
二
〇
年
五
月

先
（
県
道
と
の
十
字
路
交
差
点
・
東

八
日

進
車
両
）

告
示
第
五
八
号

一
一
、
二
七
六

市
道

大
月
市
七
保
町
下
和
田
三
八
四
番
地

大
月

平
成
二
〇
年
五
月

先
（
十
字
路
交
差
点
・
西
進
車
両
）

八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
七
中

「

八
三

市
　
道

甲
府
市
北
口
二
丁

七
五
五

車
両

終
日

甲
府
平
六
・
二

富
士
見

目
一
番
九
号
先（

・
七

中
線

甲
府
駅
北
口
交
差

告
示

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
一



点
）
か
ら
甲
府
市

第
四
号

朝
日
三
丁
目
六
番

三
号
先
（
成
瀬
隆

祐
方
）
ま
で
の
両

側

」

を「
八
三

都
市
計

甲
府
市
北
口
二
丁

一
、
九
〇
〇

車
両

終
日

甲
府
平
成
二
〇

画
道
路

目
一
番
九
号
先
（

年
五
月
八

愛
宕
町

甲
府
駅
北
口
交
差

日

下
条
線

点
）
か
ら
甲
府
市

告
示
第
五

富
士
見
二
丁
目
三

八
号

番
三
二
号
先
（
富

士
見
二
丁
目
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

に
、

「

一
八
七

県
道
敷

甲
斐
市
竜
王
新
町

六
、
二
〇
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
一
七

島
田
富

無
番
地
先
（
Ｊ
Ｒ

府

年
六
月
一

線

竜
王
駅
前
）
か
ら

六
日

中
巨
摩
郡
昭
和
町

告
示
第
五

河
西
七
四
一
番
地

五
号

先
（
込
山
酒
店
）

ま
で
の
両
側

」

を「
一
八
七

市
道

甲
斐
市
牛
句
二
、

九
、
〇
五
〇

車
両

終
日

南
甲
平
成
二
〇

県
道
甲

一
三
四
番
地
先
か

府

年
五
月
八

斐
中
央

ら
中
巨
摩
郡
昭
和

韮
崎
日

線

町
河
西
七
四
一
番

告
示
第
五

地
先
（
込
山
酒
店

八
号

）
ま
で
の
両
側

」

に
、

「

三
六
二

県
　
道

中
巨
摩
郡
竜
王
町

二
、
八
五
〇

車
両

終
日

甲
府
五
〇
・
一

敷
島
竜

竜
王
駅
前
か
ら
中

南
甲
一
・
一
五

王
線

巨
摩
郡
敷
島
町
牛

府

三
九
号

句
二
、
一
三
四
番

地
先
（
保
延
一
男

方
）
ま
で
の
両
側

」

を「
三
六
二

削
除

韮
崎
平
成
二
〇

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
二
二
八

国
　
道

塩
山
市
千
野
五
二

一
、
三
八
〇

車
両

終
日

塩
山
平
一
〇
・

四
一
一

〇
番
地
先
（
千
野

一
〇
・
一

号
（
塩

駐
在
所
東
側
交
差

九

山
バ
イ

点
）
か
ら
塩
山
市

告
示

パ
ス
）

赤
尾
六
〇
五
番
地

第
五
〇
号

先
（
長
岡
整
形
外

科
病
院
西
側
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

を「
一
、
二
二
八

国
道
四

甲
州
市
塩
山
千
野

三
、
八
二
〇

車
両

終
日

日
下
平
成
二
〇

一
一
号

五
四
〇
番
地
先
（

部

年
五
月
八

（
塩
山

千
野
駐
在
所
前
交

日

バ
イ
パ

差
点
）
か
ら
甲
州

告
示
第
五

ス
）

市
勝
沼
町
山
四
二

八
号

九
番
地
先
（
西
広

門
田
橋
南
交
差
点

）
ま
で
の
両
側

」

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
二



に
、

「
一
、
二
四
〇

市
　
道

甲
府
市
朝
日
三
丁

六
二
〇

車
両

終
日

甲
府
平
一
一
・

朝
日
塩

目
六
番
三
号
先
（

八
・
三
〇

部
線

横
沢
橋
東
詰
）
か

告
示

ら
甲
府
市
塩
部
二

第
三
七
号

丁
目
七
番
先
（
県

立
甲
府
工
業
高
等

学
校
南
西
角
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

を「
一
、
二
四
〇

削
除

甲
府
平
成
二
〇

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
三
〇
三

国
道
四

塩
山
市
熊
野
一
、

四
〇
〇

車
両

終
日

塩
山
平
成
一
五

一
一
号

〇
三
〇
番
地
一
先

年
六
月
一

（
塩
山

（
小
澤
勝
仁
方
東

二
日

バ
イ
パ

側
丁
字
路
交
差
点

告
示
第
三

ス
）

）
か
ら
塩
山
市
熊

八
号

野
一
、
四
一
三
番

地
四
先
（
レ
ス
ト

ラ
ン
ラ
ス
ト
パ
ラ

ダ
イ
ス
北
側
丁
字

路
交
差
点
）
ま
で

の
両
側

」

を「
一
、
三
〇
三

削
除

日
下
平
成
二
〇

部

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
三
三
四

市
道
愛

甲
府
市
塩
部
二
丁

三
〇
〇

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
七

宕
町
下

目
六
番
九
号
先
（

年
六
月
一

条
線

甲
府
工
業
高
校
西

六
日

交
差
点
）
か
ら
甲

告
示
第
五

府
市
富
士
見
一
丁

五
号

目
四
番
三
三
号
先

（
中
央
病
院
東
交

差
点
）
ま
で
の
両

側

」

を「
一
、
三
三
四

削
除

甲
府
平
成
二
〇

年
五
月
八

日告
示
第
五

八
号

」

に
、

「
一
、
三
四
六

市
道
北

甲
府
市
北
口
一
丁

五
七
五

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
九

口
一
号

目
一
番
一
号
先
（

年
八
月
六

線

丁
字
路
交
差
点
）

日

か
ら
甲
府
市
北
口

告
示
第
七

二
丁
目
三
番
八
号

一
号

先
（
丁
字
路
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

」

を「
一
、
三
四
六

市
道
北

甲
府
市
北
口
一
丁

五
七
五

車
両

終
日

甲
府
平
成
一
九

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
三



口
一
号

目
一
番
一
号
先
（

年
八
月
六

線

丁
字
路
交
差
点
）

日

か
ら
甲
府
市
北
口

告
示
第
七

二
丁
目
三
番
八
号

一
号

先
（
丁
字
路
交
差

点
）
ま
で
の
両
側

一
、
三
四
七

市
道

甲
斐
市
名
取
三
二

五
五
〇

車
両

終
日

韮
崎
平
成
二
〇

県
道
甲

四
番
地
先
（
真
福

年
五
月
八

斐
中
央

寺
南
交
差
点
）
か

日

線

ら
甲
斐
市
竜
王
新

告
示
第
五

町
四
三
〇
番
地
先

八
号

（
丁
字
路
交
差
点

）
ま
で
の
両
側

一
、
三
四
八

県
道
甲

甲
斐
市
竜
王
新
町

一
〇
〇

車
両

終
日

韮
崎
平
成
二
〇

斐
中
央

四
〇
〇
番
地
一
〇

年
五
月
八

線

先
（
笹
本
自
動
車

日

東
側
丁
字
路
交
差

告
示
第
五

点
）
か
ら
甲
斐
市

八
号

竜
王
新
町
四
一
九

番
地
四
先
（
Ｊ
Ｒ

竜
王
駅
前
）
ま
で

の
両
側

一
、
三
四
九

市
道

笛
吹
市
石
和
町
松

二
〇
〇

車
両

終
日

笛
吹
平
成
二
〇

本
一
七
七
番
地
八

年
五
月
八

先
（
石
和
温
泉
駅

日

前
広
場
）

告
示
第
五

八
号

」

に
改
め
る
。

別
表
第
十
九
中

「

一
六
四

国
道
四

塩
山
市
千
野
五
二
〇
番
地
先
（
千
野
駐

塩
山

平
成
一
四
年
九
月
一
九

一
一
号

在
所
前
交
差
点
）
か
ら
塩
山
市
赤
尾
六

日

（
塩
山

〇
五
番
地
先
（
長
岡
整
形
外
科
病
院
西

告
示
第
五
二
号

バ
イ
パ

側
交
差
点
）
ま
で
の
西
側
歩
道
（
一
、

ス
）

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）

一
六
五

国
道
四

塩
山
市
千
野
五
二
〇
番
地
先
（
千
野
駐

塩
山

平
成
一
四
年
九
月
一
九

一
一
号

在
所
前
交
差
点
）
か
ら
塩
山
市
赤
尾
三

日

（
塩
山

六
三
番
地
先
（
藤
本
政
久
方
西
側
）
ま

告
示
第
五
二
号

バ
イ
パ

で
の
東
側
歩
道
（
一
、
一
〇
〇
メ
ー
ト

ス
）

ル
）

」

を「
一
六
四

国
道
四

甲
州
市
塩
山
千
野
五
四
〇
番
地
先
（
千

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

一
一
号

野
駐
在
所
前
交
差
点
）
か
ら
甲
州
市
勝

告
示
第
五
八
号

（
塩
山

沼
町
山
四
二
九
番
地
先
（
西
広
門
田
橋

バ
イ
パ

南
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道
（
三
、

ス
）

八
二
〇
メ
ー
ト
ル
）

一
六
五

削
除

日
下
部
平
成
二
〇
年
五
月
八
日

告
示
第
五
八
号

」

に
、

「
一
八
一

国
道
四

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
一
、
〇
四
〇
番
地

日
下
部
平
成
二
〇
年
一
月
二
四

一
一
号

先
（
甲
州
市
役
所
前
）
か
ら
甲
州
市
塩

日

県
道
塩

山
赤
尾
六
一
三
番
地
二
先
（
赤
尾
交
差

告
示
第
四
号

山
勝
沼

点
）
ま
で
の
両
側
歩
道
（
九
二
〇
メ
ー

線

ト
ル
）

」

を「
一
八
一

国
道
四

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
一
、
〇
四
〇
番
地

日
下
部
平
成
二
〇
年
一
月
二
四

一
一
号

先
（
甲
州
市
役
所
前
）
か
ら
甲
州
市
塩

日

県
道
塩

山
赤
尾
六
一
三
番
地
二
先
（
赤
尾
交
差

告
示
第
四
号

山
勝
沼

点
）
ま
で
の
両
側
歩
道
（
九
二
〇
メ
ー

線

ト
ル
）

一
八
二

都
市
計

甲
府
市
富
士
見
一
丁
目
四
番
三
三
号
先

甲
府

平
成
二
〇
年
五
月
八
日

画
道
路

（
中
央
病
院
東
交
差
点
）
か
ら
甲
府
市

告
示
第
五
八
号

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
四



愛
宕
町

富
士
見
二
丁
目
三
番
三
二
号
先
（
富
士

下
条
線

見
二
丁
目
交
差
点
）
ま
で
の
両
側
歩
道

（
四
六
〇
メ
ー
ト
ル
）

」

に
改
め
る
。

別
表
第
三
十
の
二
中

「
一
四

市
道
山

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
六
一
番

終
日

バ
ス

日
下
平
成
一
六
年

梨
市
駅

地
先
（
山
梨
市
駅
バ
ス
乗
降
場
（

部

一
二
月
二
〇

前
広
場

道
路
標
示
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

日

線

二
七
メ
ー
ト
ル
の
部
分
））

告
示
第
一
〇

三
号

」

を「
一
四

市
道
山

山
梨
市
上
神
内
川
一
、
五
六
一
番

終
日

バ
ス

日
下
平
成
一
六
年

梨
市
駅

地
先
（
山
梨
市
駅
バ
ス
乗
降
場
（

部

一
二
月
二
〇

前
広
場

道
路
標
示
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
た

日

線

二
七
メ
ー
ト
ル
の
部
分
））

告
示
第
一
〇

三
号

一
五

市
道

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七
七
番
地

終
日

タ
ク
シ

笛
吹
平
成
二
〇
年

八
先
（
石
和
温
泉
駅
前
広
場
西
側

ー

五
月
八
日

・
タ
ク
シ
ー
乗
降
場
、
路
線
バ
ス

路
線
バ

告
示
第
五
八

乗
降
場
五
〇
メ
ー
ト
ル
区
間
の
内

ス

号

の
道
路
標
示
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ

た
部
分
）

一
六

市
道

笛
吹
市
石
和
町
松
本
一
七
七
番
地

終
日

市
営
路

笛
吹
平
成
二
〇
年

八
先
（
石
和
温
泉
駅
前
広
場
東
側

線
バ
ス

五
月
八
日

・
路
線
バ
ス
乗
降
場
一
五
メ
ー
ト

告
示
第
五
八

ル
区
間
の
内
の
道
路
標
示
に
よ
っ

号

て
区
画
さ
れ
た
部
分
）

」

に
改
め
る
。

そ
　
の
　
他

山
梨
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

当
委
員
会
は
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
四
条
及
び

労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
を
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
五
月
八
日

山
梨
県
労
働
委
員
会

会
　
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
和
　
　
雄

氏
　
名
　
　
　
　
　
　
閲
　
　
　
　
　
　
歴

鶴
田
　
和
雄
　
　
弁
護
士
　
第
三
十
五
・
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

萩
原
　
　
勝
　
　
公
認
会
計
士
　
第
三
十
四
・
三
十
五
・
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委

員

加
藤
　
里
美
　
　
特
定
社
会
保
険
労
務
士
　
第
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

田
中
　
正
志
　
　
弁
護
士
　
第
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

深
松
　
和
子
　
　
山
梨
学
院
大
学
准
教
授
　
第
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

神
宮
寺
　
聡
　
　
連
合
山
梨
事
務
局
長
　
第
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

青
柳
　
和
仁
　
　
ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
山
梨
支
部
執
行
委
員
長
　
第
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県
労

働
委
員
会
委
員

遠
藤
　
長
男
　
　
Ｊ
Ａ
Ｍ
キ
ト
ー
労
働
組
合
執
行
委
員
長
　
第
三
十
五
・
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県

労
働
委
員
会
委
員

中
澤
　
晴
親
　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
働
組
合
山
梨
分
会
分
会
長
　
第
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

萩
原
　
雄
二
　
　
ル
ネ
サ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
労
働
組
合
甲
府
支
部
執
行
委
員
長
　
第
三
十
七
期
山
梨
県
労

働
委
員
会
委
員

一
瀬
　
茂
夫
　
　
山
梨
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事
　
第
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

高
尾
　
　
一
　
　
㈱
ア
ス
ク
テ
ク
ニ
カ
代
表
取
締
役
社
長
　
第
三
十
六
・
三
十
七
期
山
梨
県
労
働
委
員

細
田
　
　
俊
　
　
㈱
文
祥
堂
オ
フ
ィ
ス
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
代
表
取
締
役
社
長
　
第
三
十
六
・
三
十
七

期
山
梨
県
労
働
委
員
会
委
員

有
泉
　
晴
廣
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
長

成
島
　
秀
栄
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

古
屋
　
光
治
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
調
整
指
導
監
・
次
長
補
佐

駒
谷
　
治
克
　
　
山
梨
県
労
働
委
員
会
事
務
局
副
主
幹

塩
谷
　
雅
秀
　
　
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政
雇
用
課
長

小
松
万
千
代
　
　
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政
雇
用
課
総
括
課
長
補
佐

野
口
　
　
潔
　
　
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政
雇
用
課
課
長
補
佐

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
五



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
八
百
五
十
一
号
　
　
平
成
二
十
年
五
月
八
日

二
五
六


